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速報 「火星の 生命 ！？」

火星に生命体がいた？！

佐々 木晶t

　 8月 7 日の 朝，ビ ッ クニ ュ
ース が飛び込んで き

た．火星から来た隕石 に，バ ク テ リア の 生命活動

の証拠が発見されたとい うもの である．当日は宇

宙科学研究所で 日米月惑星会議が開か れ て い て ，

Caltechの Bruce　Murrayが朝 1番にニ ュ
ー

ス （資料

1）の コ ピー
を配 っ た．すで に，研究者グ ループな

どの情報 もや っ て きて い て
，

どうやら信用で きそ

うなグ ル ープの 仕事らしい
，

で も詳しい 情報は明

日の Press　Conference待ち，と紹介した．ア メ リ カ

人は もちろん の こ と，日本側 の 参加者に も，その

資料 1　 NASA が最初に流 したNews　Release

Headquartms，　Washington，　DC 　 August 　6，1996

（Phonc： 2〔）2t358−1898）
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日の水星 に つ い て の 話題が吹き飛ん で しまうほど，

興奮させ る ニ ュ
ー

ス で あ っ た．

　1 日後Press　Conferenceが 開かれ て ，具体的 な情

報と くに微細な炭酸塩粒子 の電子顕微鏡写真（図 1）

などが公開され て か らの，（ア メ リカ の ）熱狂ぶ りは

報道 で伝えられ て い る通 りで ある．Press・Conference

はア メ リカではテ レ ビ中継 され，多くの 惑星科学

者も注視 して い て ， あれや こ れや議論を して い た

らしい ．もっ ともで ある．20世紀最大の科学の発

見 になるか も知れ ない の だか ら．

　こ こ で は，現段階 で の情報を整理 して お きた い ．

この 記事が読者の手元へ 行 くの は 1 ヶ月後で ある ．

今後の議論の進展からはずれ て しまう可能性 があ

る の で ，少々憂鬱 なの で はあるが ，ただ
， 新聞な

どマ ス コ ミ の記事 ・報道 をみ る限 り，NASA か ら

の情報に（おそらく電話取材の ）科学者の コ メ ン トを

適当に つ け加える とい う，非常に表面的な記事し

か 出して い な い ．明 らか に誤解の ある内容 も 1 つ

2 つ で は な い ．また ，研究 の 背景 に 関 して は ほ と

んど紹介されてい ない ．

　 今回 の発見を遂行 した研究グル ープは ヒ ュ
ース

トン の NASA ジ ョ ン ソ ン 宇宙セ ン タ
ー

の 地質学者

Dav｛d　McKay を中心 とする 9 名で，ス タ ン フ ォ
ー

ド大学の 化学者Richard　Zareの グル ープ，生物鉱物

学のHojatollah　Valiらが加わ っ てい る，すで に，投

稿論文
”
Search　for　Past　Life　on 　Mars：Possible　Relic

Biogenic　Actiyity　in　Martian　Meteorite　ALH84001 ，

David　S．　McKay 　et　al，
”

がScience誌に受理 され て い

て （投稿4月5日，受理 7月 16日），8月16日号に掲載

予定で ある ［1】，図を含めた論文全体は ，Science誌

のWor ］d　Wide　Web に登録 され て い て，自由に ダ ウ

ン ロ
ー

ドで きる．場所は

hItp：1／www ．eurekalert ．orgXE −lert！current！public＿releases ！

　　　　　　 　　　　　　　　 mars ！9241924．html

（8月13日現在．ちな み にScience誌 の メ イ ン サ イ ト

はhttp：1！www ．sciencemag ．orglscienceD ．公開 され て

日本惑星科学会誌VoL5 　No．3，
1996

い る の だか ら，日本の 報道機関 も原論文をベ ース

にした記事を書い て ほ しい もの だ．一方 ， NASA か

らの情報は，World　Wide　Web の サ イ ト

　　　　http：〃cu −ames ．arc．nasa ．gov／rnarslife1

で 見る こ とが で きる．様 々 な情報の他，炭酸塩粒

子 の 写真や ，関連する動画まで置 い て あ る，今後

冒
も随時に 更新され て い くはずで ある．た だ し，こ

こ はNASA の宣伝の サイ トで ある か ら，あまり批判

的な情報は載ら な い かも知れない ．

　 M ¢ Kay らは
， 火星隕石 ALH84001 に含まれ る炭

酸塩鉱物（主と して 炭酸カ ル シ ウ ム CaCOs ）を調 べ

た．こ こ にはサ イズが 1−250 ミ クロ ン の globuleと

呼ばれる オ レ ン ジ色の 炭酸塩粒子が存在する こ と

が知 られて い た．こ の globuleの 内部を（時に は薄く

ス ラ イス して）走査電子顕微鏡で 細か く調べ た．

globuleのFeに富む外側 の リム には，10−100nmサ イ

ズの magnelite （磁鉄鉱 ： Fe、0 、）の微粒子が数多 く存

在す る 。 一方 ， globule 中 に は 鉄 硫 化物 の

pyrrhotite（磁硫鉄鉱 ：Fe，S8）の微粒子（20−100nm）に富

む領域がある．著者らはmagnetite ，　pyrrhotite両方

　の 微粒子が存在する こ とはバ クテ リアによる可能

性が高 い と主張す る．

　　電子顕微鏡で調べ ると炭酸塩globule中に，典型

　的 には 20−100nm サ イズの 卵形の 構造や，チ ュ
ーブ

　型 の 構造が多数存在する こ とが わか っ た（図 1）．炭

酸塩の 溶解で 複雑な構造 が 生 まれ る の は知 られ て

　い るが ，
こ の ようなサ イズの 揃 っ た微小構造は こ

　れ まで 報告 され て い ない ．同 じよ うな構造が ，イ

　タリア南部の更新世の地下水か ら沈積した 炭酸カ

　ル シ ウム に存在 して ，微小 バ ク テ リ ア その もの の

　化石 で ある と考え られ て い る．ただ し，地球で の

　バ ク テ リ ア の 化石 は通常 1桁大 きい ミ ク ロ ン サ イ

　ズ の大 きさで ある ．論文の投稿後に も，こ の微小

　構造の調査は進ん で い るそうである．その うちの

　い くつ か がWWW サ イ トに 公 開 されて い る．中に

　は フ ズ リナ 石灰岩 の よ うに微小構造で埋め 尽 くさ
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れた もの もあ り， 議論 を呼ん で い る．

　また，ALH84001 隕石内部の割れ 目の表面（炭酸

塩g呈obule も多く存在する）を レーザープ ロ
ー

ブ質量

分析計で 調 べ る こ とで ，有機物 の
一種で ある PAH

（polycyclic　aromatic 　hydrocarbon：多環芳香族炭化水

素）が発見 され た ．PAH は 1ppm を上 回 る程度 と見

積 もられ
， 分子量が 178，202，228，252，276とい っ

た もの（3−6環）が主で
， 中に は450を越す もの も存在

す る．ALH84001 中で炭酸塩に富む領域 に多く存在

する．著者ら は，PAH が南極で 汚染 された もの で

はな い こ とを示 し，こ れ も生物活動の 傍証で ある

と考えて い る．PAH その もの は
， 地球惑星科学に

と っ て も珍しい もの で は な い ．炭素質隕石 に は数

多 く存在 して 非生物起源 と考えられ て い る．地球

で は古い 堆積岩，石炭，石油には生物起源 と考え

られ る PAH が存在す るが ，分子量 ははるかに大 き

く複雑で ある．

　詳 しい 情報は
，
Science誌の論文 を直接参照 して

ほ し い ．少しで も興味 の ある方は ，マ ス コ ミの 報

道に満足せずに ，是非，原論文を
一

読 して ，自分
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な り に考えて み て ほ しい ．なお 主著者 の David

McKay は，こ れ まで 月の レ ゴ リス や宇宙塵 を研究

して きた研究者 （Gordon　McKay の 兄）で ， 電子顕微

鏡の Expertで あ る そ うだ ．日本 に来た こ とがあ り，

自宅に畳 の 部屋 を持 っ て い る親 日家で ある そ うだ．

以 前 ， 東大鉱物学教室 の 学生 だ っ た高鳥君が，

NASA の Student　Internと して ジ ョ ン ソ ン宇宙セ

ン ターで仕事 を した ときの ア ドバ イザーの一人で

ある（遊星人，第 1巻，67−72参照）．ジ ョ ン ソ ン宇

宙セ ン タ
ー

を しば しば訪れる武田弘氏に よれば，ど

ちらかとい えば控 えめ な研究者で ，大 げ さに ニ ュ

ー
ス を盛 り上 げる ような タ イプ で はない ら しい ，今

回 の研究 も，2 年近 く極秘 に ，表向きは 「南極隕

石 の 風化の研究」とい うこ とで行なわ れて い て ， 公

表 された の は論文が受理 されて か らである．

　 こ こ では，新聞な ど メ デ ィ ア で 十分 に報道され

て い ない ，背景につ い て も少し述べ て お きたい ．タ

ー
ゲ ッ トの 隕石はALH84001 とい う南極隕石で あ

る．つ まらな い 名前だが ，
こ れ は マ クマ

ー
ド基地

の側の Allan　Hillsとい う隕石濃集地域で 1984 年の

1個目に発見 された とい う意味である．ALH84001

は ，火 星隕石 と して よ く知ら れ る SNC 隕石

（Sheigottites，
　Nakhlites

，
　Chassignites）と は異な り，

斜方輝石 （Orthopyroxinc）が ほ とん ど （95％）を占

め る隕石で ，もともとは HED 隕石 （反射ス ペ ク ト

ル の類似か ら小惑星 Vestaか ら来た と考え られ て い

る）の Diogenitesに属す るとも考えられ て い た隕石

で あ る ．今回話題 となっ た炭酸塩鉱物は全体 の 19。

程度を占め て い る．そ の 後の 岩石学 ・地球化学的

研究や酸素同位体，希 ガ ス 同位体 な どの デ ータ が

SNC 隕石に近 い こ とか ら，火星起源で ある こ とに

な っ た【2，3，4，5亅，こ の
一

部 は 日本の貢献で ある，

岡山大三朝の 三浦弥生 さん （当時東大大学院 現東

大地震研）
・長尾敬介氏 らが，希 ガス 同位体の デ

ー

タ（高
i29XeA3 ’Xe なと）か らALH84001 は火星起源で あ

る こ と，お よび 1500万年 とい う宇宙線照射年代 を，

日本惑星科学会誌VoL5　No．3，1996

ア リ ゾ ナ 大の Tim 　Swindle ら と は独立 に 発 見 した

［4】．

　通常の SNC 隕石の 年代が 13億年と若い
一
方で，

ALH84001 で は 当初 ， 45．6億 年とい う結晶分化年代

がRb−Sr，　 Srn−Nd 法で 求め られ て い た．　 ALH84001

の 母岩は火星の古 い 原始地殻 にあ り，初期のおそ

ら くマ グマ オ
ー

シ ャ ン に 関わる火成活動で形成 さ

れた の で あ ろ う．岩石 ・鉱物の 組織か ら，少な く

とも2 回 の衝突による衝撃事件（炭酸塩形成の 前 と

後）が存在 した【6］．2 回 目の 事件は
，
ALH84001 を

火星か ら放出 した衝突 で あ る可能性 もある．火星

の 南半球の ク レ ータ ーの 多い 古 い 地域か ら来た も

の と考えられてい る．Ar−Ar年代か ら推定 された衝

突年代は39−41億年前で ある［7］．最近，ALH84001

の炭酸塩鉱物の形成年代と して 13−15億年とい う年

代が得られて い る［8］．生命活動説が本当ならば，

火星史の かな り後 まで生命が存在 した こ とに なる．

　こ れ までALH84001 の 炭酸塩 の 形成機構 として

は，比較的低温（＜300℃）の水一岩石 の 相互作用［6，

9］か高温の 相互作用 か（＞700℃）［3，
10］で 意見が分か

れ て い た．もちろ ん 生物起源 と は考えられ て い な

い ． 7 月号の Natureに もミ ク ロ ンサ イズ の globule

単位の 化学分析か ら
， ALH84001 隕石 の 炭酸塩は

高温起源であると主張す る論文が掲載され たばか

りであ る［10】．

　重要なこ と は ，今回 の McKay らの 研究が ，他の

人が調べ て い な い 隕石 を独 自に調査 して発見 した

もの で はない こ とで ある．McKay らの グ ル
ー

プ以

外 にも，ALH84001 の研究は行なわれ て い て
， 炭酸

塩 の 起源な ども論 じられ て い る ．し か し
，

生物起

源に拠 り所は求め ら れ て い ない ．他 の グ ル
ー

プ に

よ る 追試や，別 の 方面か らの 検討は，行なわ れ な

ければならない ．すで に ， 「同 じ隕石を調べ たが生

命の 証拠 は見い だせ なか っ た」 とい うコ メ ン トを

出 して い る グル ープもある．

　 こ の原稿を書 い て い る現在は，NASA の 発表か
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らまだ 1週間経 っ て い な い ．しか し 「火星に生命」

と い うニ ュ
ー

ス は
， すで に科学の 範疇を飛び越え

て しま っ て い る．ク リ ン トン大統領は今回の発見

を称賛 して
， 「ア メ リカ の英知 と能力を結集 して

，

火 星 に 生命が存在 した さらなる証拠 を探す こ とを

指示 した」と発表 し，火星の生命探査を中心議題

とした宇宙開発検討の 会議 を開 くこ とを決定 した．

今年の大統領選挙の 主要論点に なる可能性 もある．

NASA として も，ク リ ン トン ，ドー
ル をともに 火星

探査支持派 に して宇宙開発 を盛 り上 げて い く算段

を考えて い る か も知れ ない ．

　た また まア メ リ カ訪問中だ っ た科学技術庁長官

に は，早速 ， 日本の協力が要請 された．すで に 日

本 の 惑星科学者に も文部省，科学技術庁な どか ら

問 い 合わせ があり，早晩，意見を求め られ る こ と

になるだろう．

　今回の 発見が きっ かけ に な り，地球外生命，生

命の起源 ， 火星とい っ た対象へ の関心が高ま る こ

とは ，とて も望 ましい ．しか し，表面的な情報に

踊 ら さ れ る こ とな く科学的意義を見極 め な が ら
， 計

画を立 て て進んで い かなければならな い ．20年前，

生 命探査の声が盛 り上が り，火星の Viking 探査が

行 なわれ た．火星そ の もの に関する知見は広が っ

たが，生命探査その もの は不確実性の高 い 実験で

あっ たため 失敗であ っ た．そ の 二 の 舞に は な らな

い よう に．
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